
≪学部消息≫

教 授 会 メ モ

7月 18日 (水)定例教授会
理学部 4号館 1320号室

議 題 (1)前回議事録承認
12)人事異動等報告

13)昭和59年度奨励研究員の受入れについて

(4)昭和59年度民間等との共同研究について

15)人事委員会報告

G)会計委員会報告
(71 60年問題小委員会報告

(8)そ  の 他

(次回以降開催予定は, 9月 12日 (水 ), 10月 17日 (水), H月 21日 (水 ),
12月 19日 (水)いずれも13時30分より,理学部 4号館 3階会議室 (1320号
室です。)

人 事 異 動

(講師以上)

所属   官 職    氏   名   発令年月日   異動内容    備     考
地 質  教   授  速 水   格  59,7.1  昇  任  総合資料館助教授から
生 化  教   授  高 橋 健 治  59.7.16   配 置 換  否

大霊長類研究所教授か

物 理  教   授  山 本 祐 靖  59.7.16  昇  任  助教授から
物 理  教  授  一 丸 節 夫  59,7.16 昇  任   ″
鉱 物  教   授  武 田   弘  59.7.16  昇  任    ″
化 学  講   師  巻 出 義 絃  59.7.16  昇  任  助手から
動 物 助 教 授 佐 藤 真 彦  59.8.16 昇 任 講自市力〉ら

地 物  助 教 授  GELLER,ROBERT 59.8.16  採  用
」AL4ES

(助 手)
数 学  助   手  坪 井   俊  ‐59.6.26   復  職
数 学  助   手  小 澤   真  59.7.1  昇  任  阪大・理講師へ
物 理  助  手  木 村 芳 文  59.7.1 採  用
化 学  助   手  佐 藤 春 雄  59,7. 1  休職更新  59。 9,6
化 学  助   手  清 水   真  59. 7.15  辞  職  理化学研究所へ
化 学  助  手  村 上 正 治  59.7.16 採  用
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所属

鉱 物

植 物

(職 員)

物 理

植物園
(日光分園)

事務部

事務部

天 文

事務部

事務部

官 職 氏

森

原 山

考備

志

明

名

寛

重

手

手

助

助

発令年月日  異動内容

59.7.16 採  用
59, 8.31 辞  職

事 務

技

事 務

事 務

事 務

事 務

用 務

角 田

平 井

高 橋

能 代

児 玉

古 泉

大 木

官

官

官

官

官

官

員

照 子
一 則

誠

久 幸

典 子
弘 志
ふみ子

59.  6.

59,  7.

59。   7.

59.  7.

59.  8.

59.  8.

59.  8.

1

1

1

転

配 置

配 置

採

配 置

配 置

配 置

1

1

1

1

理学博士の学位授与者

〔昭和 59年 4月 23日 付 (4名 )〕

俊

隆 夫

泰 男

陽 子

公 二

芳 宣

文 夫

沢 和 裕

任  高工研より
換  情報・事務官より
換  事務部庶務掛ょり事務局
人事課へ

用  (庶務掛)
換  事務部人事掛より
換  用度掛より人事掛ヘ

換  天文より事務部用度掛ヘ

専門課程

論 文 博

論 文 博 士

植  物  学

数     学

論 文 博 士

論 文 博 士

同

氏

下 村

論 文 題 目

秀進褒8来纏髪暮螢貧な鑑穣肇g腱肩酬寒着雰にもi、
て

品∬fふ象畢轟装
おけるPalatal slitの組織学

赤潮の生物地球化学的研究

ダイニンのサブユニット構造

〔昭和 59年 5月 2:日付 (4名 )〕iO

薙

　

村
　
島

草

　

中
　
豊

同
　
　
同
　
同

葉

　

雪

千

峰

硲

新

電子散漫散乱によるマグネタイトの低温結晶構造の研
究

虐畠子を解髪
原糸体における核の細胞内定位と微小管

謁拿〒ワ形雇C((宅
様体及び代数曲面の中の上の代数

反跳硫黄原子と有機化合物との反応に関する研究

田
　
　
原

飯

　

篠

〔昭和 59年 6年 25日 付 (2名 )〕

藤暑編綱覺縞発昆稽輸満繊籍あ品発
ク抵抗性突然変異

非円形断面 トカマクTNT― Aのプラズマ形状制御の
研究
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専門課程

天  文

氏

相 馬

金 子

近 松

野 本

肥 沼

松 井

石 渡

月ヽ 杉

充

郁 雄

護

茂 樹

昭

良 夫

光 正

健 郎

学

〔昭和 59年 7月 23日 付 (8名 )〕

論 文 題 目

新しい月の暦 E L P 2000を 用いた1955～ 1980年 の星
食観測結果の解析

フィリピン海中深層水の構造

低次元磁性体における圧力効果

鳥類における運動時の体温調節機構

シンジュサン蛹休眠覚醒に対する脳の作用

高分解能 lMV電 子顕微鏡の製作及びその応用

結合陽子核スピン系における二重共鳴飽和回復

太陽フレアからの電波放射の異方性について

地 球 物

物  理

論 文

同

同

同

同

理 学

学

博 士

0)

航渡外海

月 )(6

者

(追 加 分 )

所属  官職  氏   名
物 理 教 授 山 崎 敏 光

渡 航 先 国   渡航期間
ドイツ連邦共和国 630～ 10.15

渡 航 目 的
物理実験学に関する調査 。研究の
ため

月 )

数 学 助 手 深 谷 賢

情 報 助教授 川 合

情 報 教 授 國 井

物 理 助 手 池 畑

物 理 教 授 小 柴

物 理 教 授 有 馬

治 フ ラ ン ス 7.7～ 7.31
ドイ`ソ連邦5共禾口国

慧 アメリカ合衆国  7.15～ 7.23

利 泰 アメリカ合衆国 7.21～ 7.29

悪駒 聯 聘 賽 暫 酔 嘱 :た角
の

コンピュータグラフィックスのシ
ステム調査及び研究のため

il(Itti(,i『ろ:i蔦
`::き

::本

目

床魯髯曇菫番各議翼書貪厨面準曇

曇箕昇2香自碁

"壼

箋醸港昌婆倉

[曹:[:管
阜5堡i言曾会董璽

』:言][』lil言i2:55

0

誠一郎 アメリカ合衆国

昌 俊  ドイツ民主共和国
ス  イ   ス

朗 人 連 合 王 国
ドイツ連邦共和国

7 29～ 8.18

7.16～ 8.14

7.21～ 8. 6

ダ

一エ

ナ

ウレ
カ

ノ

7.15-10.2物 理 助 手 林  幹 治
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所属  官職

物 理 助 手

氏   名

大 塚 洋 一

渡 航 先 国

アメリカ合衆国

渡航期間

7.29～ 8.12

地 物 助 手 ヂ 宗 換 大 韓 民 国

渡 航 目 的

「多量の不純物を含む半導体と金
属―絶縁体転に関する会議」及び
「第17回半導体物理学国際会議」
出席のため

第 9次国内外韓国科学技術者総合
学術大会出席のため

第10回国際霊長類学会出席のため

第23回国際錯塩会議出席のため

第10回国際霊長類学会出席及びル
ワンダ,タ ンザニアの野生動物研
究所視察のため

第 2回 日ソ分析化学シンポジウム
出席及び無機・分析化学に関する
研究打ち合せのため

国際協同実験電子・陽電子衡突実
験のため

「第 6回植物脂質の構造・機能お
よび代謝に関する国際シンポジウ
ム」に参加のため

第 3回国際広域 X線吸収微細構造
(EXAFS)会 議出席及び物理
化学に関する研究打ち合せのため

人類集団遺伝学に関する研究打ち
合せのため

共同研究「カスプオーロラのプラ
ズマ特性及び夜側オーロラとの関
連」の実施及び「カナダ地域の磁
気圏入射粒子が広域変動励起に及
ぼす影響」への現地参加のため

「中部太平洋における海面変動と
テクトニクス」調査参加のため

人 類 助 手 長谷川 真理子

化 学 助教授 宮 本   健

人 類 助教授 西 田 利 貞

化 学 教 授 不 破 敬一郎

ケ ニ ヤ 共 和 国

アメリカ合衆国

ケニア,ルワンダ
タ ン ザ ニ ア

ソ ビエ ト連邦

7. 1-7.15

7.20～ 7.29

7.29～ 8  5

7.21～ 8 6

7. 1～ 7.11

7.23   9:を
2

7. 9～ 7 26

7.14～ 7.28

7.17～ 7.25

7.19～ 9.21

●
素粒子 助 手 竹 下   徹  ドイッ連邦共和国

植 物 助 手 佐 藤 直 樹 ドイツ連邦共和国
フ ラ ン ス
ス  イ   ス

化 学 助 手 小 杉 信 博 アメリカ合衆国

人 類 教 授 尾 本 恵 市 中華人民共和国

地物研 教 授 小 日 高  カ
ノ ル

ダ

一エ

ナ

ウ

l●

地 理 助教授 米 倉 伸 之

物 理 助教授 永 宮 正 治 7.19～ 820 重イオン衡突の研究及び素粒子と
原子核第10回国際会議出席のため

7.15～ 8.1 第 8回世界地震工学会議に出席及
び地震学に関する研究打ち合せの
ため

7.4～ 7.14 情報科学に関する研究打ち合せの
ため

7.28～ 8.8 第 8回国際生物物理学会出席のた
め

7.7～ 7.26 「第25回 リエージュ国際天体物理
学コロキウム」に出席及び天体物
理学に関する研究連絡のため

728～ 8.9 タイ植物誌研究集会出席のため

ニュージーラン
ド自治領
フランス海外領

アメリカ合衆国
ドイ`ガ奎雑共和国

アメリカ合衆国

7. 9～ 9 5

地 物 助 手 鈴 木 保 典

情 報 助教授 前 川 守 アメリカ合衆国

篤 連 合 王 国生 化 助教授 猪 飼

天 文 助 手 柴 橋 博 資 ベ ル ギ ー

植物園 教 授 岩 槻 邦 男 連 合 王 国

ダ 7.3～ 7 13 TRIUMF実 験審査委員会出席の
ため
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所属  官職   氏   名

物 理 助 手 相 原 博 昭

渡 航 先 国   渡航期間
アメリカ合衆国 7.15～ 929 し

に
た

と
器
の

環
速
加

一
加
参

の
型
に

的

業
突
Ｊ

事
衝
験

目

力
子
実

協
電
出

航

術
陽
検

技

。
子

渡

学
子
粒

科
電
新

米
ｒ
る

日
て
よ
め

物 理 教 授 和 田 昭

地 物 助 手 松 井 孝 典 メ キ シ ヨ

物 理 助 手 陶 山

物 理 教 授 上 村 洸 アメリカ合衆国

雅 彦 アメリカ合衆国

健 之 連 合 王 国

允 連 合 王 国
ス  イ  ス

明 連 合 王 国
ス  イ  ス

報
　
理

情
　
物

助教授 佐 藤

助教授 若 林

(8

物 理 助教授 小 林 俊 一  ドイッ連邦共和国

物 理 助 手 小 森 文 夫 ドイ漣 邦共和国

昭

　

泉

光崎

　

佐

野
　
　
岩

手

　

手

助

　

助

理
　
　
理

物

　

物

ア
ド

ル

ル

リ

ン

一オ・ストラ一・一

貝

　

　

　

良

道

　

健

木

　

本

大
　
　
宮

授
　
　
授

教

　

教

学
　
　
理

化

　

物

ス 8.1～ 8.28

ドイツ連邦共和国 8  9～ 8.24

人 類 助

物 理 教

鉱 物 講

素粒子 助

手 小 林 裕 美 イン ドネシア

授 藤 井 忠 男 アメリカ合衆国

師 田賀井 篤 平 ドイ瑛夢険 和国

手 小 林 富 雄 ス  イ  ス

8.12～ 8.28 
賓ふ暑哀雅摯房併舅量膝倉秀痣席

8.3～ 8.20 プラズマ●核融合に関する日本一
ブラジルシンポジウム出席及びプ
ラズマ物理学に関する研究打合せ
のため

810～ 9. 9

8. 2～ 8.15

8. 9～ 11.15

8. 1～ 60.
3.24

7.26～ 8.12 第 8回国際生物物理学会議出席及
び分子生物物理に関する研究出席
のため

娠夢雷実毒源堡ば場房婁奄曇奏全
分析の調査 (予備調査)のため

第 8回国際生物物理学会議出席及
び生物物理学に関する研究連絡の
ため

塞督甲業量管惚彦雷犀曇拿雷籍
g

ため

情報科学の研究のため

葬 :兄電踏等惣り,言すらブ雷孫
BO)出 席のため

月 )

8.13-9. 2

8. 9～ 9. 6

7.28～ 9  1

7.24～ 8.13

7.29-8 12

7.17-12.16

7.28～ 8.11

羅基日常滉驚奢言霜墜拿詩倦菖李
る国際会議出席のため

第17回低温物理学国際会議及び乱

を喜言蜃誓
現象2曇事を目涙基墨

暴窓惚国
実験電子・陽電子衝突実

第17回低温物理国際会議出席およ
び固体物理学に関する研究打合せ
のため

放射性炭素年代測定技術指導のた
め

黒荘享揉冒重纂秀臀偲
速器による

国際結晶学会出席及び結晶学の研
究連絡のため

e+」 相互衝突装置「 LEP」 に
おける万能型測定装置「OPAL」
建設のための調査研究のため

●):

0

L     _

―-13-



所属  官職

地 質 教 授

物 理 教 授

植物園 教 授

素粒子 助

物 理 助

中間子 助

物 理 助 手 桑 田

地物研 教 授 飯 島

物 理 助教授 神 部

殻 助教授

理 助教授

物 技 官

生 化 助 手 飯  哲

地 理 教 授 鈴 木 秀

化 学 教 授 富 永

地物研 助教授 國 分

生 化 教 授 高 橋 健

数 学 教 授 藤 田

名   渡 航 先 国
夫 ソ ビェ ト連邦

典 デ ン マ ー ク

男 中華人民共和国

男 ス  イ  ス

郎 アメリカ合衆国

孝 カ  ナ  ダ

真 アメリカ合衆国

健 アメリカ合衆国

勉  ドイッ連邦共和国
デ ン マ ー ク

宏 中華人民共和国

好 アメリカ合衆国

子 中華人民共和国

夫 アメリカ合衆国

夫 フランス,フ ィ
ンランド, ドイ
ツ連邦共和国,
オーストリア,
ハンガリー

健 アメリカ合衆国

征 アイス ラン ド

治 チェコスロバキア

宏 オース トラリア
シンガポール

昭 大 韓 民 国

渡 航 目 的

第27回万国地質学会議出席のため

第16回国際理論及び応用力学会議
出席のため

「高等植物の日本 。中国・ ヒマラ
ヤ要素における分化」国際共同研
究のため

国際協同実験電子・陽電子衝突実
験のため

高エネルギー重イオン衝突実験の
ための研究打ち合せのため

大強度中間子・反陽子ビームによ
る原子核・物性に関する調査研究
のため

ルミネッセンス国際会議出席及び
物理学に関する研究連絡のため

磁気圏物理学に関するチャップマ
ン会議出席のため

第16回理論応用力学国際会議出席
及び流体力学に関する研究打ち合
せのため

地球化学地震予知研究交流のため

電子・陽電子衝突型加速器による
新粒子検出実験のため

「高等植物の日本・中国・ ヒマラ
ヤ要素における分化」国際共同研
究のため

「植物病の分子的基礎」に関する
国際会議出席及び分子生物学に関
する研究連絡のため

第25回国際地理学会議出席及び近
隣諸国の地形観察のため

育
　
英
　
　
邦

城
　
本

　

槻

氏

久
　
橋

　

岩

辰
　
　
康

　

良

本
　
　
明
　
　
野

川
　
　
一二
　
　
久

手

　

手
　
　
手

渡航期間

8. 3～ 812

8.18～ 8.29

8.12～ 9. 5

8.16～ 61
8.15

8. 3～ 8.22

8.20～ 60.
1. 4

8 4～ 8.19

8. 4～ 8.12

817～ 8.31

8.25～ 9.15

8.10～ 8.25

8.12～ 9. 5

8.16～ 8.26

8.19～ 9. 1

常

　

幸

田
　
江
　
　
澤

脇
　
釜
　
　
黒

地
　
物
　
　
植

8 22～ 9. 7

8.18-9,17

8.18～ 8 27

8.21～ 9.4

8.20～ 8.21

アメリカ化学会第 188年会出席及
び放射化学に関する研究連絡のた
め

アイスランドにおけるオーロラ現
象の多点観測のため

ヨーロッパ生化学連合専門研究会
議出席のため

第 5次数学教育の国際コングレス
出席及び応用数学に関する研究連
絡のため

第 5回アジア医薬植物香料会議出
席のため

化 学 教 授 向 山 光
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所属  官職   氏   名
化 学 教 授 向 山 光 昭

物 理 助 手 石 井 克 哉

鉱 物 助 手 山 中 高 光

化 学 助教授 岡 崎 廉 治

生 化 助 手 大 隅 一 政

植物園 助 手 邑 田   仁 台     湾

人 類 助 手 長谷川 員理子 タ ン ザ ニ ア

中間子 助 手 西 山 樟 生

情 報 助教授 前 川   守

渡 航 目 的

示著量唇量ら曇[番
『
暑壽勇婁馨

せのため

有機硫黄国際シンポジウム出席及
び有機化学に関する研究連絡のた
め

第13回国際結晶学連合総会出席及
び回折結晶学に関する研究打合せ
のため

第 6回国際薄膜学会出席及び表面
物理学に関する研究打合せのため

局在,相互作用及び輸送現象国際
会議出席及び物理学に関する研究
連絡のため

台湾高地産マメ科植物調査のため

「ピグミーチンパンジーの適応戦
略と進化方向」にかかわる野生チ
ンパンジーの調査のため

負 ミ■オンビームを用いた実験研
究のため

第10回ベリー・ ラージ・ データベ
ース国際会議出席及び情報科学に
関する研究打合せのため

第16回国際理論応用力学会議出席
及び流体物理学に関する研究連絡
のため

第13回国際結晶学連合会議出席及
び結晶学に関する研究打合せのた
め

第 3回固体薄膜・表面国際学会出
席のため

国際地球電磁気学 。超高層大気物
理学協会執行委員会出席および地
球磁気学の研究連絡のため

植物園視察及び植物野外調査のた
め

アイスランドの地質学研究者と地
質調査方法等について協議打合せ
のため

国際オゾン・ シンポジウム出席の
ため

国際オゾン・ シンポジウム出席の
ため

渡 航 先 国

ドイツ連邦共和
国,ス イス,ス
ウェーデン,ノ
ールウエー

ドイツ連邦共和国

ス  イ  ス
ドイリバ菫ナβ共和国

ス ウ ェ ー デ ン

フ ラ ン ス
ドイ坊こ邦5共不日国
連 合 王 国

シ ンガ ポ ール

デ ン マ ー ク
ドイソ連邦共和国

ス ウ ェ ー デ ン
ドイじ健 非6共和国

オース トラリア

ドイツ連邦共和国
イ タ リ ア

渡航期間

8.24～ 9.20

8.25～ 9.20

8.11～ 8 25

8 6～ 817

8.22～ 9.22

8 7～ 9.18

8.14-11.17

8. 4-11.29

8.19～ 9. 6

8.14～ 9. 1

8. 8～ 8.25

8.25～ 9  1

8 25～ 9.13

8.30～ 9  6

8.13-8.19

物 理

地物研
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植物園 助教授 加 藤 雅

地 質 教 授 久 城 育
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地物研 助教授

地物研 助 手

シ ャ 831～ 9.16

シ ャ 8.31～ 9.14
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外国人客員研究員

所属  受入れ教官  国  籍    氏   名
オープリイ

臨 海 木下 教授 ' アメリカ合衆国  ubri勇
瓦憲an

リー     ク  チユル
植物園 岩槻 教授 大 韓 民 国 季  愚 詰

現  職

ヮシントン

大学教授

江原大学校

副教授

研究期間 備   考

59,9.1～  JSPS
12.15

::::|:「  詈界繁
壇務堡

毎 月 1日 は

「省エネルギー」

の 日 で す。

キ*藻

◎いつも泥棒がねらっている (盗難注意)′

本郷構内は泥棒天国といわれています。いたるところで

泥棒 (盗難)の被害にあっています。あなたのちょっとし

た注意で被害をくいとめられます。
● o● ● ● | .

～最近被害続出～

米

業

＊

業

＊
＊
粁
米
米
米
糞
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